
資料の活用を通して「思考力・判断力．表現力」を育てる社会科学習

　　　　　一名古屋市博物館との教育連携を取り入れてー

１　研究主題の設定

　（１）現任校の児童の実態

　現任校である名古屋市立引山小学校の児童数は，約

３００人であり，ここ数年は微減している。学区は名

古屋市の北東部に位置し，大部分は住宅地であり，大

規模な公団住宅もある。また，交通量の多い道路が東

西・南北に学区を分割している。

　学習面においては，児童が工場見学などの体験的活

動に意欲的に取り組む姿が見られる。　しかし，資料活

用の活動は得意ではない。そのため，知識がしご二）かり

と身についていない児童が多く，社会的事象について

の説明や考えを求められる学習場面に遭遇すると，学

習への意欲が低下してしまう姿が見られる。

　例えば，４年社会科「わたしたちのくらしとごみ」

の学習では，焼却工場の見学に出かけごみの処理の仕

方について見学して気付いたことをたくさん記録する

姿を見ることができた。しかし，ごみと資源を分別す

る意義を考える学習場面では，名古屋市のごみ処理の

現状をふまえて説明することができず，発言すること

のできた児童は少なかった。このように「思考力・

判断力・表現力」が十分に育っているとは言い難い。

　また，６年社会科「地域の歴史を知ろう」の学習で

学区の寺社や史跡，古くから伝わる道具の見学におい

て，寺社の様子を注意深く観察したり，説明の立て札

の内容を熱心に記録したりする姿が見られた。しかし，

それらの資料から時代背景を読み取ったり，資料を関

連付けたり，地域の特徴をまとめたりすることのでき

た児童は限られていた。このことからも，資料の活用

を通して「思考力。判断力・表現力」を育てていくこ

との必要性を感じた。

　なお，ここにおける「資料の活用」とは，学習の問

題を追究・解決することができるようにするために，

各学年の段階に応じて，地図や地球儀，統計，年表な

どの各種の基礎的資料を効果的に活用する＊1ことであ

る。そして，文部科学省によれば，「資料を効果的に

活用する」とは，「資料から必要な情報を集めて読み

取り（図表などに）まとめること＊2」である。

（２）博学連携の意義

　『小学校学習指導要領解説社会編』（平成２０年８

月）の，第６学年の内容の解説には「小学校の歴史学

習では，通史的に展開し知識を網羅的に覚えさせるの

ではなく，国土に残る文化財を調べたり，年表や文章

資料などの資料を活用したりして,人物の願いや働き，

文化遺産の意味などを考え，我が国の歴史に対する興
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味・関心や愛情を育てるようにすることを求めてい

る。資料の活用に当たっては，人物の肖像画や伝記，

エピソードなどによって人物への興味・関心を高める

ことも大切である。また，地域の博物館や郷土資料館

などの学芸員から話を聞くことは，歴史的事象を具体

的に理解する上で有効な学習である」とある。

　以上のことから，博物館に展示されている資料を教

材として活用したり，見学し学芸員から話を聞いたり

することが,児童の歴史に対する興味・関心をもたせ，

児童に歴史的事象を理解させる上で有効であると考え

た。それだけでなく，博物館に収蔵されている価値あ

る文化財を知ることは，我が国の歴史に対する興味・

関心や愛情を育て，伝統文化を尊重する態度を育成す

る上でも有効であろう。

　先行的な実践からは，実物にふれる機会を設けるこ

とで，教科書だけでは引き出せない興味や関心を児童

にもたせることができる＊3といった成果や，博物館を

利用することで，児童の社会教育施設への興味。関心

を高め，学校教育から生涯教育へと繋がっていくきっ

かけとすることができる＊4といった博学連携の成果が

明らかとなっている。

　その一方で，博学連携の課題として，教員が博物館

をどう活用するのか念頭に置くことの必要性＊5が指摘

されている。確かに，教員が「なぜ博物館を利用する

のか」「どのように博物館を利用するのか」を念頭に

置いていなければ，せっかく児童が博物館に出かけて

も，ただ見学するだけに終わってしまうであろう。ま

た，地域の博物館の活用法にも視点を拡げ，身近な博

学連携を活かす必要性＊6も指摘されている。

　（３）名古屋市博物館の活用の現状

　名古屋市博物館は，名古屋市瑞穂区にあり地下鉄桜

山駅から徒歩５分の場所に立地しているため，名古屋

市内の小学校が利用しやすい施設である。

　館蔵資料は２２万点を超え，常設展「尾張の歴史」

では，名古屋，尾張地方の通史を知ることができる。

また，企画展や特別展では，志段味古墳群や大須観音

を取り上げるなど，名古屋の歴史をさらに詳しく知る

ことができる。

　また，名古屋市立小学校３年生を対象として，「く

らしのうつりかわり展」を毎年開催している。「くら

しのうつりかわり展」では，児童が実際に古い道具を

使うことができるコーナーがあり，多くの小学校が中

学年社会「古い道具と昔のくらし」の単元の学習で活

用している。
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　しかしながら，他の単元や他の学年の学習では，博

物館を有効に活用することはできていない。

　これらのことから,研究主題を以下のように設定し，

研究に取り組むこととした。

　【研究主題】

資料の活用を通して「思考力・判断力・表現力」

を育てる社会科学習

一名古屋市博物館との教育連携を取り入れてー

２　研究の方法

　（１）研究のねらい

　社会科の学習において，「思考力・判断力・表現力」

を育てることと,資料の読み取りを大切にすることは，

密接な関連があるといえる。

　平成２３年度から実施の学習指導要領からは，小学

校社会科では社会的事象を調査することと共に，各学

年の目標に「資料を効果的に活用し～考える力を育て

る」とあるように資料を読み取り活用する力の育成

が重視されていることが分かる。

　小原（平成2 TL年）によれば，「思考力・判断力・

表現力」といった能力は，実際に子どもが授業の中で

思考し，判断し，その過程や結果を表現しなければ育

だない力である。すなわち，児童が社会的事象に対し

て「どのようになっているか」と問いかけ，資料から

必要な情報を読み取り，知り得たことをまとめること

を，「思考力・判断力・表現力」の育成としている。

　そのためには，児童が「おかしい」「不思議だ」「変

だ」「おもしろそうだ」と興味を持つ資料，「すごいな」

と感動する資料が必要である。

　すなわち,児童が興味をもつ資料を提示することで，

意欲的に資料の読み取りを行わせることができる。そ

して,資料を十分に読み取り必要な情報を得ることで，

　「思考力・判断力・表現力」を高めることができるの

である。

　以上のように，社会科における「思考力・判断力・

表現力」とは，観点を絞って資料を読み取り，児童が

必要な情報を的確に理解し，社会的事象の意味を考え

説明したり，自分で社会的事象を判断しその根拠を示

したりする力のことである。

　さらに，社会科で「思考力。判断力・表現力」を育

てるために，多様な学習活動を行うことが求められ，

その学習活動は，次の５つに分類することができる。

　①体験的活動（調査，直接体験など）

　②資料活用の活動（地図・年表等の読み取りなど）

　③表現活動（レポートづくり，発表など）

　④作業的活動（ポスターづくり，新聞づくりなど）

　⑤実践的活動（地域行事への参加，社会奉仕活動な

　　ど）
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　①②の活動では，社会的事象についての関心を高め

たり，知識を得たりすることができる。これは，「習

得型学習」ということができるであろう。

　③④の活動は，①②の活動で得た知識をもとに，考

えたり，判断したり，表現したりする活動である。こ

の③④の活動は，①②の活動で身につけた知識や技能

を活用する「活用型学習」であり，まとめ方や表現方

法を身につける「習得型学習」の学習でもある。

　⑤の活動は，③④の活動をうけ実際に行動すること

である。学習指導要領では，社会参画の資質や能力を

育成することが重視されている。そのため，児童の発

達段階に応じて社会参画の方法を考えていく必要があ

る。より良い社会を形成するために，今後の社会のあ

りようについての話し合いや討論に参加するといった

間接的参画と，実際に社会に働きかける直接的参画と

が考えられるであろう。これらの活動は，③④の活動

でもった意見をもとに活動する「活用型学習」である

といえる。

　前頁の図のように，これらの活動は相互に密接な関

連があり，特に①②の活動が充実していなければ，そ

れ以後の③④⑤の活動を有効なものとすることができ

ないことが分かる。実践の方法として，博学連携を行

うことは①②の活動を充実させることに他ならない。

（２）研究の仮説と手立て

【仮説１】

　体験学習を行ったり，児童の発達段階や学級

の実態に応じて資料を提示したりすることで，

資料活用の能力を高めれば，「思考力・判断力

・表現力」は高まるであろう。

【手立て１】

　社会見学や専門家から話を聞くといった体験

学習を工夫したり，図や年表といった資料を，

児童の発達段階や学級の実態に応じて創意工夫

したりしながら，教材開発を行う。

（３）検証方法

教材開発の分析

３　研究単元の構想

　（１）教材について

　主教材として，「享元絵巻」を取り上げる。「享元絵

巻」とは，尾張徳川家七代藩主徳川宗春の治世である

享保１５年（1730）から元文４年(17 3 9)ご

ろの名古屋城下の賑わいや風俗が描かれた絵巻であ

る。広小路より南の本町通を中心として，大須観音な

ども描かれている。

　　「享元絵巻」は，平成２４年度に，メキシコ国立人

類学博物館で開催された「侍一日本の至宝展」にも出

展され，江戸時代の名古屋の繁栄を知ることのできる

貴重な資料である。

　現在,現物は名古屋城管理事務所が所蔵しているが，

名古屋市博物館では拡大パネルも展示されている。学

芸員による解説も依頼可能なことから，児童が「江戸

時代の文化」について理解を深める上で，有意義な資

料であるといえるだろう。

　学習指導要領においては，第６学年の歴史学習にお

いて，我が国の伝統や文化についての理解を深め，尊

重する態度を育てることを一層重視して「室町文化」，

　「町人の文化や新しい学問に関する内容」をそれぞれ

独立した項目とされた。

　従来は「建造物や絵画」「歌舞伎や浮世絵」「国学や

蘭学」について，いずれかを選択して取り上げていた

が，改訂により全てを取り扱うこととなり，文化の学

習が重視されることになった。

　このような点から，名古屋における江戸文化を表現

した「享元絵巻」は教材としてふさわしいものである

第６学年の内容（１）

力　歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学について調べ，

　町人の文化が栄え新しい学問が起こったこと

　が分かること。

【仮説２】

　博物館などの施設を活用し，児童が資料にふ

れる機会を設定することで，児童の地域の文化

遺産についての関心を高め，伝統文化を尊重す

る態度を育成することができるであろう。

　【手立て２】

　地域の博物館と連携し，地域と関係の深い資

料を取り上げて，文化財の良さに気付くことが

できるような単元構成を検討していく。



　（２）単元の構想

　平成1 6年度に全国小学校社会科研究協議会研究大

会を開催し，社会科の実践研究を行った名古屋市社会

科研究会のまとめによれば，単元構成の中に，「振

り返りの段階」を設定し，教師が働きかけることで多

くの児童は社会に対する見方や考え方の深まりを自覚

することが明らかとされた。

　また，「振り返りの段階」は必要であるが，時間数

を鑑み実施の仕方についてはさらに研究を進めること

が必要であるとも提言されている。

　このことは,単元構成の中に他者と意見交換を行い，

考えを見直す活動を位置づけることが，児童の思考力

・判断力を高めることに有効であったことを示してい

る。

　学習指導要領では，思考・判断した内容を適切に伝

えること（表現力）も重要視されている。　これは，習

得した知識や技能を活用するということである。資料

を読み取ることで得た知識を活用し，根拠をもって思

考・判断し，資料を示しながら表現する児童を育てる

ことになる。

　そこで，今回の研究実践では「深める」段階を設定

し，他者と意見交換を行い考えを広げる活動を取り入

れた。

４　授業実践の記録

小学校６年生　社会科「江戸の文化」（６時間完了）

第１時「『享元絵巻』を見てみよう。

　「享元絵巻　が江戸時犬の　　屋の様子を描いたもの

であることを知る

　　「享元絵巻」の部分拡大図を一人ひと叫こ配り，「享

元絵巻」の漢字の読みや江戸時代の町並みの図である

ことを伝えた。

　名古屋の図であると伝えると，「え～」などと驚き

の声があがり，図を見つめ直す児童もいた。「名古屋

の全部の絵かな？」という疑問の声も聞かれたので，

次に名古屋のどの辺りかを予想していった。「○○観

音」だよとヒントを出すと，「大須！大須観音」と気

付く児童が多かっか。

　　「大須に行ったことがある，賑やかだったよ」「豆

まきをテレビで見たことがある」などと，大須につい

て知っていることを発言する児童がいたり「大須観音

はどこ？」と図から探そうとする児童がいたりした。

町並みに着目する

　まず，町並みに注目して図を読み取ることにした。

児童は建物に注目しながら,図全体に目を向けていた。

〈児童の気付き〉

　お寺か神社か分からない建物がある。

　屋台が多い。

　人が多くて賑やか。

　商店街みたい。

　お店が横に繋がっている。

　人が集まっている。広場みたい。→祭りを

　やっている。

　高いところに太鼓がある。

.人々に着目する

　次に図の中の人々に着目させた。児童は，人々の

服装や髪型，持ち物，行動などを読み取った。
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〈児童の気付きと予想〉

　頭を剃っている人がいる。→お坊さん

　黒い着物の人がいる。→偉い人，警察，見

　張り，お坊さん

　竹馬みたいなものに乗って順に何かをつけ

　ている人がいる。→芸人，遊んでいる人，

　宣伝している人

　肩の上に人を乗せている人がいる。→踊り

　をやっている，子どもに頼まれた，目立と

　うとしている

　太鼓をたたいている人がいる。→お祭りを

　している人



疑問に思ったことをまとめる

　児童からは，多くの疑問がでてきた。そこで，町並

みと人々の様子について，一番疑問に思ったことをそ

れぞれ決めることにした。

　人々についてでは，予想を出し合った「黒い着物の

人」や「竹馬みたいなものに乗って頭に何かをつけて

いる人」について知りたいという児童が多かった。こ

れは，児童が予想を伝え合ったことで，「実際にはど

うなのだろう」と関心が高まったためであろう。

博物館に社会見学に行くことを知る

　ここで，名古屋市博物館に出かけ，学芸員の方に説

明していただくことを伝えると，児童の目がかがやい

た。この時間の後の休み時間には，「先生，博物館に

行くのはいつですか」「実際はどうなんだろう。ぼく

は芸人だと思ったよ」などと話をしにくる児童かおり，

その関心の高さが感じられた。

学芸員に疑問について解説してもらう

　そして，児童の反応が一段落したところで，学芸員

に享元絵巻の解説をしてもらった。江戸時代の名古屋

の図であり，町や人々の様子が分かる資料であること

を確認した。

　その後，児童の質問に対し回答をもらった。

　多くの質問に

対し，「実際は

分からないが」

と前置きしつつ

も考えられるこ

とを丁寧に回答

していただくこ

とができた。児

童は，疑問が解

決し満足そうで
【写真１　見学の様子】

あった。

　《第２時の考察》

　専門家である学芸員から話を聞く機会を設けた

ことで，児童は興味・関心をもって話を聞くこと

ができた。

　専門家から，時代背景をふまえながら質問の回

答をいただいたことで，児童は納得したり，満足

したりしている様子であった。事前に疑問につい

て予想してあったことも，興味・関心をもって話

を聞くことができた一因であろう。

　また，「享元絵巻」の価値を知り，改めて細部

を見直す児童もいた。

第２時「博物館見学に出かけよう」

　「享元絵巻　の拡大パネルを　る

　実際に名古屋市博物館の見学に出かけた。

　児童は，常設展「尾張の歴史」の中から「享元絵巻」

の拡大パネルを見つけ，「学校で見た図と同じだ」「あ

ったあった。この人が気になるんだよ」などと声をあ

げていた。

　また，「学校で見た図よりも，もっと広い範囲が描

いてあるね」「やっぱり上に描いてある建物はお寺み

たい」などと，さらに図を詳しく読み取る児童もいた。

－255－



第３時「江戸時代の芝居について調べよう」

　「享元絵巻　から芝居小屋を確認　る

　前時の博物館見学を思い出させ，児童に屋根の上の

太鼓はどのような役割があるのか確認をした。すると，

すぐに「芝居小屋の太鼓だよ」「お祭りではなかった

ね」といった答えが返ってきた。そして，もう一度「享

元絵巻」で太鼓のある建物を確認していった。「いく

つもの太鼓があるね」「芝居が人気だったのかな」と

いった声があがった。

　「芝居小屋では，どんな芝居をやっていたのかな？」

と問いかけると，「浄瑠璃とか歌舞伎と学芸員さんが

言っていたよ」と答える児童がいた。重ねて「浄瑠璃

とか歌舞伎というのは，どんなものなの？」と問いか

けると，「う～ん」「見たことない」と返答に困ってし

まっていた。

　そこで，本時は歌舞伎と浄瑠璃について学習するこ

とを伝えた。

歌舞支や゛瑠璃の写真を見る

　歌舞伎の写真を見せると，「うわ～，すごい顔」「こ

っちが歌舞伎かな」という声があがり，浄瑠璃の写真

には「人形を使っているね」という反応があった。歌

舞伎，浄瑠璃がどのような雰囲気で演じられているの

か，違いに気付いた様子であった。

資料を読み取り　歌舞伎と浄瑠璃について調べる

　その後資料を配付し，その資料を使いワークシート

に歌舞伎と浄瑠璃の歴史や特徴をまとめていった。児

童は歌舞伎も浄瑠璃も江戸時代に盛んになったことを

読み取ることができた。

近松門左衛門について知る

　　「浄瑠璃の人気にはある人物がかかわっているよ」

と投げかけ，浄瑠璃にかかわりのある人物を調べさせ

た。ヒントとして年表を提示してあったため，児童は

すぐに「近松門左衛門という人だね」と調べることが

できていた。そこで，「近松門左衛門の人気の秘密を

調べよう」とさらに調べるよう促した。児童は，「町

の人の様子を芝居にしたから」「町人が主人公だった

みたいだよ」などと，調べることができた。

芝居を見に来ていた人々について知る

　ここで，どのような身分の人が芝居を見に来ていた

のか，「享元絵巻」で確認することとした。「享元絵巻」

の太鼓の周辺を見た児童は，「たくさんの人がいるね」

　「町人が多そうだよ」「黒い服の人もいるよ。武士だ

ったよね」などと，江戸時代の芝居は町人が多く見に

来ていたことや，武士も見にきていたことを確認する

ことができた。

　また，平安時代や室町時代と比較し，文化の担い手

が町人へと変化したことも確認した。

第４時「浮世絵の広がりについて調べよう」

東海道五十三次鳴海宿の図を見る

　本時では，まず歌川広重「東海道五十三次鳴海宿」

の図を提示した。児童からは，「きれいな絵だね」「す

ごく細かいよ」「今の絵ではなさそうだね」と言った

声があがった。

　ここで，「江戸時代のある町の図だよ。　どんな場面

かもっと見てみよう」と投げかけた。児童は「馬に乗

っている人や，籠に乗っている人がいるよ」「旅の様

子かな」「お店も描いてあるね」「上の方に字が書いて

あるけど読めないよ」などと，気付いたことを発言し

ていった。

　児童の発言に対して，まず図には鳴海と書いてあり

名古屋の地名であることを伝えた。　しかし，鳴海とい

う地名を知っている児童はほとんどおらず，反応は薄

かった。次に図は浮世絵であることとを伝え，浮世絵

の技法を教科書を使って説明した。「版画の一種なん

だね。すごいきれいだね」「何枚も同じ図が作れるな

んてすごいね」といった声があがった。

浮世絵の広がりについて考える

　そして，浮世絵は江戸時代に流行したことを伝え，

多くの人に広かっていった理由を予想させた。児童は，

　「旅の人が広めた」「安かったから」などと，予想を

立てていた。

　その後，実際には，都市から地方へと土産として広

かっていったことや，町人や百姓が広げていったこと

を確認した。
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浮世絵が流行した北景を想像する

　次に，東海道五十三次を例として，浮世絵を買う人

の思いを想像させた。「旅に出たい」「行ってみたい」

　「人に紹介したい」といった意見が出てきた。

　また，「教科書には，町人が力をつけたと書いてあ

るよ」という声があがったので，「町人が力をつけた

というのはどういうことだろう？」と問いかけた。「町

人の力はお金じやないかな」「生活が豊かになったん

だよ」と児童から反応があった。そして，「だったら

旅に行けたんじやないの」「神社にお参りに行ったと

教科書に書いてあるよ」といった声もあがり，この時

代の様子を理解することができているようであった。

貸本屋について知る

　次に「人々の間に広かっていっだのに浮世絵だけだ

ったのかな？」と投げかけると，「他にも広かってい

ったと思う」「歌舞伎や浄瑠璃がそうだよ」といった

声があかっか。そこで，歌舞伎や浄瑠璃も地方へと広

がっていったことや貸本屋も広かっていったことを伝

えた。また，江戸時代の日本は識字率が高く，寺子屋

が各地におったことも伝えた。

にまとめさせた。

　歴史見聞録とは，単元の学習のまとめとして，資料

から分かったことや自分の意見を記述するものであ

る。各単元ごとのまとめとして，これまでの学習でも

継続して取り組んできた。

　歴史見聞録の作成時には，学習した教科書や資料を

もう一度見直すようにさせた。その上で必要な資料を

選ばせ，一人ひとりがまとめるようにさせた。

　まとめとして「都市の文化が地方にも広がった」「文

化がたくさんつくられたので，人々が楽しんでいた」

などといった記述が書かれていた。

《第５時の考察》

　それぞれ，テーマとする文化を決めさせ，歴史

見聞録にまとめさせることで，教科書や学習して

きた様々な資料の中から，必要な情報を抜き出す

ことができていた。

第６時「江戸の文化について話し合おう」

江戸時代の文化の担い手を確認する

　前時までの学習を振り返らせるために知っている

江戸時代の文化をワークシートに書き発表させた。ほ

とんどの児童が，複数の文化を書くことができ，「浄

瑠璃」「浮世絵」「歌舞伎」「相撲」「花火」などがある

と発表することができた。

　次に，「文化の中心を担ったのは，誰だったのか
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《第４時の考察》

　児童は，資料３にあるように，「享元絵巻」や

教科書を根拠としながら，文化の広がりについて

予想を立てることができた。そして，資料を読み

取ることで,町人が力をつけ文化の担い手となり，

様々な文化が生まれ広がっていったことを捉える

ことができた。



な？」と問いかけると「町人」と答えが返ってきた。

そこで，江戸時代の文化は町人文化とも言われている

ことを伝えた。

町人文ﾋについて考える

　次に「江戸時代は武士による江戸幕府もあるのに，

なぜ町人文化と言われているのだろう？」と投げかけ，

町人文化と言われる理由を考えさせた。

T　：町人文化っていうふうに言われるのは何でだろう。

　　　江戸時代で江戸幕府もあるんだから，武士の文化

　　　でもいいじやないですか。

Cl ：町人が見たり，楽しんだんでしよ。

C2 :町人の力が強くなって，新しい文化が生まれた。

C3 :町人が多い。

C4 :町人が楽しんで，見たり行ったりしていたから。

T　：町人の力が強くなって，それで文化が生まれたんだ

　　ね。何で，町人が力をつけることができたんだろう

　　ね？

C4 :お金をもったから。

T　：どうやってお金をもつようになったの？

C5 :働いた。

C6 :産業が発展した。資料集69ページに書いてあるよ。

T　：産業が発展するって？

C7 ：流通が盛ん。物が動くこと。

C8 :買う人が増えるとお金が増える。

C9 :江戸の町は政治とかの中心で人が多かった。

　児童は，教科書や資料集を根拠に都市部で経済活

動が活発になり，町人が力をつけたことを捉えること

ができていた。

　古屋の様子について考える

　次に「江戸は賑わっていたそうだけど，名古屋はど

うだったのかな？」と問いかけた。

T　：名古屋はどうだったのかな？

C10 : 賑わってたと思うんだけど。歌舞伎とかやっていた

　　し。

C11 :「享元絵巻」に芝居のことのっていた。名古屋のよ

　　ちでやっていた。

C12 : 大須観音前。

T　：歌舞伎とかは名古屋でもやっていたんだよね。「享

　　元絵巻」の中だとどの辺りだったかな？

C13 : 人が集まっているところ。太鼓かおる。

C14 : 出店とかが盛ん。店が並んでいる。

C15 : 名古屋の陶器や織物が流通していた。

T　：どこから分かっだの？

C15 : 資料集の69ページ。

C16 : 本当だ。織物，陶器もかいてある。名古屋も賑わっ

　　ていたんだ。

　二のように児童からは「享元絵巻」などを根拠と

して考えた意見が出された。

　　【資料５　第６時のワークシート（一部）】

〈児童の記述内容〉

・　（名古屋も）にぎわっていたと思う。「享元

　絵巻」でお店がたくさんあったし，歌舞伎や祭

　りをやっていたから。

・　名古屋もにぎわっていた。「享元絵巻」に書

　いてあった絵はにぎわっていたから。

。　「享元絵巻」を見て，名古屋もにぎわってい

　たのがわかった。

・　にぎやかだったと思います。歌舞伎とかがや

　っていたから。「享元絵巻」からわかった。

・　名古屋も商業が発達し流通がさかんでにぎわ

　っていた。（享元絵巻）

　「享元絵巻」を根拠として意見を書いた児童

　　　　　　　　　　　　　　　１２名／３１名

出典を書けていないが，「享元絵巻」を根拠に意

見を書いたと考えられる児童

資料集を根拠に意見を書いた児童

前時までの学習を根拠にした児童

根拠不明，無記入

《第６時の考察》

　資料５のように，児童は「享元絵巻」や博物館

で学芸員から聞いたことを根拠として，自分の意

見をまとめ話し合いに参加し，考えを深めること

ができていた。　このことからも，名古屋市博物館

との教育連携は意義があったと言えるであろう。
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５　成果と課題

　（１）本研究の成果

　学習指導要領において，「町人の文化や新しい学問

に関する内容」をそれぞれ独立した項目とされ，教科

書には新単元として江戸の文化の資料が多数掲載され

ている。　しかし，それらの資料は江戸や大坂，京都の

資料が中心であった。

　本研究の成果として第１に教科書の資料に加えて

名古屋の地域資料である「享元絵巻」を取り上げたこ

とで，児童の学習意欲が高まり，第１時においては，

すみずみまで「享元絵巻」を読み取り，意欲的に活動

に取り組む児童の姿が確認できた。

　第２に，名古屋市博物館との教育連携を取り入れ，

学芸員から話を聞いたことで，児童の「享元絵巻」へ

の興味・関心を高め，文化財の良さを実感させること

ができた。そのため，博物館の方と複数回に渡って打

ち合わせをし，単元構成を示し学習のねらいを伝えた

り，児童の疑問を事前に伝えたりすることで，効果的

な学習を行うことができた。

　第３に，「享元絵巻」と教育連携は，児童の「思考

力・判断力・表現力」を高める上でも有効であった。

資料６の児童の思考の流れのように学級の３分の２

程度の児童が「享元絵巻」を根拠として，江戸時代の

名古屋の様子を考えることができていた。また，話し

合いでの発言においても「享元絵巻」についての学芸

員の説明をもとに，意見を述べている児童もいた。

　以上のように「享元絵巻」は様々な内容を読み取る

だけでなく，学習した内容を確認することや，児童が

繰り返し活用することができる資料であった。このこ

とから適切な教材開発と教育連携は，児童の資料活用

の能力を育て，「思考力・判断力・表現力」を高める

ことができたといえる。

　（２）今後の課題

　本研究では，主教材である「享元絵巻」以外にも，

図々写真，年表などの多くの資料を児童に提示した。

しかし，１時間で読み取るには分量が多すぎたり，資

料のどの部分に注目させ何を読み取らせたいのかはっ

きりとさせないまま提示してしまった資料もあった。

そのため,児童が必要な情報を読み取ることが難しく，

意見を考える際に根拠にはできなかった資料もあっ

た。

　今後，さらに教材研究を進め資料を吟味し，児童の

発達段階に応じて提示していくことで，情報を的確に

読み取ることができるようにしていく必要性を感じ

た。そうすることで，児童は複数の資料を有効に活用

し「思考力・判断力・表現力」をさらに高めることが

できるであろう。

　また，各時間で使用するワークシートについても，

工夫が必要であった。学習前の考えと学習後の考えを

記述する欄を設定しておくなど，児童の思考の変容が

分かるようなワークシートを開発することで，「思考

力・判断力。表現力」の高まりをより明確にすること

が可能であろう。

　本研究では，「江戸の文化」の単元について名古屋

市博物館との教育連携を取り入れて実践を行った。今

後さらに連携を進めるためには，他単元についても教

材開発が必要であろう。

　名古屋市博物館には，資料７のように小学校６年生

の歴史学習において活用が可能な資料が収蔵されてい

る。博物館の資料を活用しながら児童の「思考力・判

断力。表現力」を高めることができる単元構成モデル

の作成や実践によって教育連携を進め，さらに研究を

深めていきたい。
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付記

　教職大学院において研修する機会を与えてください

ました名古屋市教育委員会にお礼を申し上げるととも

に，研修にご理解・ご協力いただいた現任校名古屋市

立引山小学校奥村欣平校長はじめ，教職員の皆様に感

謝申し上げます。

　また，教育連携に多大なるご理解・ご協力をいただ

きました，名古屋市博物館野村均様けじめ学芸員の皆

様，厚くお礼申し上げます。

　課題実践研究を進めるにあたってば，丁寧に指導し

ていただいた，愛知教育大学教職大学院の中妻雅彦教

授，鈴木健二准教授をけじめ多くの先生方に心から感

謝申し上げます。

　この教職大学院で学んだことを，少しでも現場の先

生方や児童への指導に生かせるよう，今後も研究と修

養に努めていきたいと思います。
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